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『
怪
し
い
来
客
簿
』
の
成
立
過
程
（179）1132
　
本
稿
で
は
、『
怪
し
い
来
客
簿
』（
話
の
特
集
、
一
九
七
七
年
四
月
）
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
の
考
察
を
通
じ
て
、
作
者
色
川
武
大
の
作
家
的
出
発
の
一
端
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
色
川
武
大
（
一
九
二
九
年
〜
八
九
年
）
は
、
本
名
の
「
色
川
武
大
」
名
義
の
ほ
か
、「
阿
佐
田
哲
也
」
や
「
井
上
志
摩
夫
」
と
い
っ
た
複
数
の
筆
名
を
使
い
分
け
、
筆
名
に
よ
っ
て
作
風
を
変
え
た
作
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。『
色
川
武
大　
阿
佐
田
哲
也
全
集
』（
全
一
六
巻
、
福
武
書
店
、
一
九
九
一
年
一
一
月
〜
九
三
年
二
月
）
と
『
井
上
志
摩
夫
傑
作
時
代
小
説
集
』（
全
五
巻
、
双
葉
社
、
一
九
九
七
年
一
一
月
〜
九
八
年
七
月
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
営
為
を
概
観
で
き
る
の
だ
が
、
近
年
も
単
行
本
未
収
録
作
品
集
の
刊
行
が
続
い
て
い
る
た
め
）
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（
、
そ
の
全
体
像
の
把
握
は
容
易
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
文
壇
登
場
前
後
に
用
い
ら
れ
た
「
井
上
志
摩
夫
」
名
義
も
、
い
わ
ゆ
る
麻
雀
小
説
に
用
い
ら
れ
た
「
阿
佐
田
哲
也
」
名
義
も
、
今
日
で
は
色
川
の
多
彩
な
創
作
活
動
を
印
象
づ
け
る
も
の
だ
と
い
え
る
が
、
作
品
発
表
当
時
は
「
色
川
武
大
」
と
い
う
人
物
の
情
報
を
伏
せ
た
「
変
名
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
）
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（
、
そ
れ
ら
の
作
品
を
め
ぐ
る
作
者
と
読
者
と
の
関
係
を
考
察
す
る
う
え
で
無
視
で
き
な
い
要
素
で
あ
ろ
う
。
　
『
昭
和
文
学
全
集
』（
第
三
一
巻
、
小
学
館
、
一
九
八
八
年
一
二
月
）
の
川
村
二
郎
「
色
川
武
大
・
人
と
作
品
」
に
よ
れ
ば
、
作
家
的
特
徴
を
「
い
わ
ゆ
る
純
文
学
の
領
分
で
書
く
時
に
は
色
川
武
大
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
側
で
執
筆
す
る
時
に
は
阿
佐
田
哲
也
、
と
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
と
ま
と
め
た
う
え
で
、
そ
の
作
品
に
つ
い
て
「
内
容
的
に
い
え
ば
、
ど
れ
も
私
小
説
に
分
類
さ
れ
て
お
か
し
く
は
な
い
物
語
で
あ
る
。
初
め
の
七
編
は
創
作
集
『
怪
し
い
来
客
簿
』
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。
一
読
し
て
す
ぐ
知
ら
れ
る
筈
だ
が
、
い
ず
れ
も
作
者
自
身
の
青
春
回
想
の
色
合
を
濃
く
帯
び
て
い
る
。」
と
解
説
し
て
い
る
。
　
『
昭
和
文
学
全
集
』
の
収
録
作
が
「
色
川
武
大
」
名
義
の
み
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
も
、
色
川
の
テ
ク
ス
ト
は
「
読
者
が
当
の
テ
ク
ス
ト
の
作
中
人
物
と
語
り
手
と
作
者
の
同
一
性
を
期
待
し
信
じ
る
こ
と
が
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
を
究
極
的
に
私
小
説
に
す
る
」
と
さ
れ
る
「
私
小
説
の
読
み
の
モ
ー
ド
」（
鈴
木
登
美
）
3
（
）
の
生
じ
や
す
い
性
質
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
現
在
、
色
川
は
私
小
説
作
家
に
位
『
怪
し
い
来
客
簿
』
の
成
立
過
程
│
│ 
色
川
武
大
を
め
ぐ
る
「
最
後
の
無
頼
派
」
の
源
流 
│
│
木
　
下
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置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
私
小
説
研
究
会
編
『
私
小
説
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
秋
山
駿
・
勝
又
浩
監
修
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
六
二
頁
）
に
お
い
て
藤
田
知
浩
が
「
短
編
小
説
の
連
作
で
あ
る
が
、
ス
タ
イ
ル
は
エ
ッ
セ
イ
に
近
い
。
色
川
の
交
友
は
幅
広
く
、
友
人
や
芸
人
、
家
族
な
ど
を
題
材
と
し
た
回
想
記
の
よ
う
な
趣
が
あ
る
。」
と
「
怪
し
い
来
客
簿
」
を
評
し
た
よ
う
に
、
従
来
の
作
品
評
価
は
作
者
色
川
武
大
の
要
素
を
含
め
る
の
が
定
石
だ
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
　
と
は
い
え
、
私
小
説
作
家
と
い
う
評
価
は
「
色
川
武
大
」
名
義
を
中
心
化
し
た
際
に
生
じ
る
も
の
だ
と
い
え
る
。
先
述
の
創
作
活
動
を
考
慮
す
れ
ば
、
私
小
説
作
家
と
し
て
の
側
面
だ
け
で
把
握
で
き
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
現
存
が
没
後
に
一
般
的
に
な
っ
た
「
井
上
志
摩
夫
」
名
義
作
品
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
生
前
は
作
家
論
の
対
象
に
な
り
得
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
資
料
の
整
備
が
進
ん
で
き
た
い
ま
、
作
家
論
の
更
新
の
余
地
は
十
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
そ
の
創
作
活
動
に
未
知
の
部
分
が
多
か
っ
た
た
め
に
、
私
小
説
論
の
枠
組
み
以
外
に
展
開
さ
れ
に
く
か
っ
た
の
が
従
来
の
色
川
武
大
研
究
の
状
況
だ
と
考
え
ら
れ
る
）
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（
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
私
小
説
」
と
み
な
さ
れ
て
き
た
作
品
群
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
新
し
い
視
点
が
見
出
せ
る
だ
ろ
う
か
。
　
た
と
え
ば
、
色
川
は
追
悼
記
事
「
二
つ
の
貌
を
持
つ
最
後
の
無
頼
派　
色
川
武
大
・
阿
佐
田
哲
也
の
幸
福
な
死
」（『
週
刊
文
春
』
第
三
一
巻
第
一
七
号
、
一
九
八
九
年
四
月
二
〇
日
）
で
「
最
後
の
無
頼
派
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。「
最
後
の
無
頼
派
」
と
い
う
呼
称
は
色
川
孝
子
「〈
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
〉「
虚
」
と
「
実
」
の
バ
ラ
ン
ス
│
│
「
最
後
の
無
頼
派
」
と
呼
ば
れ
た
夫
と
の
二
十
年
」（『
文
學
界
』
第
五
一
巻
第
五
号
、
一
九
九
七
年
五
月
）
で
も
用
い
ら
れ
、
そ
の
生
涯
が
「
無
頼
」
と
い
う
概
念
で
包
括
さ
れ
得
る
作
家
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
　
し
か
し
、「
無
頼
派
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
当
初
か
ら
「
各
人
各
説
）
5
（
」（
奥
野
健
男
）
と
さ
れ
、
青
山
光
二
『
純
血
無
頼
派
の
生
き
た
時
代
│
│
織
田
作
之
助
・
太
宰
治
を
中
心
に
』（
双
葉
社
、
二
〇
〇
一
年
九
月
）
の
よ
う
に
「
無
頼
派
」
の
範
囲
を
限
定
し
よ
う
と
す
る
立
場
も
あ
る
の
だ
が
、
坂
口
安
吾
や
太
宰
治
な
ど
、
戦
後
に
活
躍
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
無
頼
派
」
作
家
と
色
川
の
直
接
的
な
交
流
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。「
怪
し
い
来
客
簿
」
発
表
時
、
「
色
川
武
大
」
が
ど
の
よ
う
な
人
物
と
認
識
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
作
家
像
を
標
榜
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
色
川
の
知
人
の
回
想
に
よ
っ
て
断
片
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、『
話
の
特
集
』
と
い
う
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
一
般
読
者
の
視
点
で
は
、
こ
れ
ま
で
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
第
一
創
作
集
『
怪
し
い
来
客
簿
』
刊
行
ま
で
の
期
間
を
初
期
と
仮
定
し
た
い
。『
色
川
武
大　
阿
佐
田
哲
也
全
集
１
』
に
は
「
色
川
武
大
」
名
義
の
七
つ
の
短
編
が
「
初
期
作
品
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
お
り）6
（
、
そ
れ
ら
は
全
て
『
怪
し
い
来
客
簿
』
以
前
の
発
表
作
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
色
川
は
「
阿
佐
田
哲
也
」
名
義
で
単
著
の
み
な
ら
ず
自
選
集
を
有
し
て
い
る
た
め
、色
川
の
発
言
と
、そ
の
実
態
と
は
合
致
し
な
い
。「
色
川
武
大
」
名
義
に
即
し
た
作
品
史
は
有
効
で
は
な
い
の
だ
が
、
色
川
の
発
言
を
批
判
的
に
参
照
す
る
こ
と
で
、「
阿
佐
田
哲
也
」
や
「
井
上
志
摩
夫
」
の
活
躍
を
内
在
さ
せ
な
が
ら
、
第
六
回
中
央
公
論
新
人
賞
受
賞
（
当
選
作
「
黒
い
布
」『
中
央
公
論
』
八
八
八
号
、
一
九
六
一
年
一
一
月
）
を
通
過
点
に
、
あ
た
か
も
寡
作
の
作
家
の
『
怪
し
い
来
客
簿
』
の
成
立
過
程
（181）1130
よ
う
に
自
己
演
出
し
た
意
図
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
　
「
私
小
説
」
と
し
て
み
な
さ
れ
る
「
怪
し
い
来
客
簿
」
に
お
い
て
、
作
者
「
色
川
武
大
」
に
お
け
る
「
無
頼
」
の
作
家
像
は
、
ど
の
よ
う
に
作
用
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
　
論
点
の
整
理
　
連
作
小
説
『
怪
し
い
来
客
簿
』（
原
題
同
じ
）
は
『
話
の
特
集
』（
全
一
八
回
、
一
〇
八
号
、
一
九
七
五
年
一
月
〜
一
二
八
号
、
七
六
年
九
月
）
に
連
載
後
、
単
行
本
化
で
追
加
さ
れ
た
「
後
記
」
で
「
私
の
は
じ
め
て
の
創
作
集
」
と
、
作
者
の
第
一
創
作
集
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
第
七
七
回
直
木
賞
候
補
作
、
第
五
回
泉
鏡
花
文
学
賞
受
賞
作
と
い
っ
た
文
壇
的
評
価
を
獲
得
、
単
著
と
し
て
は
最
初
の
文
庫
化
作
品
（
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年
四
月
）
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
記
念
碑
的
作
品
で
あ
る
が
、『
話
の
特
集
』
連
載
中
、
作
者
の
入
院
に
よ
っ
て
連
載
終
了
し
て
お
り
、
初
出
誌
と
初
刊
本
と
で
本
文
の
大
幅
な
異
同
が
生
じ
て
い
る
。
　
同
時
代
評
で
特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
種
村
季
弘
「
畸
人
ぎ
ら
い　
色
川
武
大
『
怪
し
い
来
客
簿
』」（『
書
物
漫
遊
記
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
九
年
一
月
）
は
、「
大
物
は
一
人
も
い
な
い
」
と
い
う
登
場
人
物
に
注
目
し
た
評
で
、
角
川
文
庫
版
『
怪
し
い
来
客
簿
』
の
「
解
説
」（
長
部
日
出
雄
）
で
は
、「
吉
行
淳
之
介
・
野
坂
昭
如
・
筒
井
康
隆
に
続
く
も
う
一
人
の
・
そ
し
て
ま
っ
た
く
独
自
な
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ト
、
迷
宮
世
界
の
道
先
案
内
人
」
と
評
し
、
作
者
を
「
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ト
」
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
直
木
賞
の
選
評
に
お
い
て
）
7
（
、
早
く
か
ら
「
怪
し
い
来
客
簿
」
は
私
小
説
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
選
評
は
否
定
的
な
評
が
多
く
、「
達
意
の
文
章
で
、
身
辺
雑
記
ふ
う
で
あ
り
な
が
ら
脚
色
も
入
っ
て
面
白
い
読
み
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
あ
ま
り
に
断
片
挿
話
の
寄
せ
あ
つ
め
式
で
、
連
作
と
み
る
に
は
一
貫
性
が
な
い
。」（
松
本
清
張
「
井
口
氏
に
期
待
す
る
」）
と
い
っ
た
ほ
か
、「
い
さ
さ
か
玉
石
混
淆
の
感
が
な
い
で
も
な
か
っ
た
」（
源
氏
鶏
太
「
青
山
氏
と
色
川
氏
」）
と
い
う
欠
点
の
指
摘
が
み
ら
れ
、「
随
筆
集
だ
と
思
う
し
銓
衡
に
入
る
前
、
候
補
か
ら
外
す
べ
き
だ
と
言
っ
た
が
、
こ
れ
を
買
う
委
員
も
多
く
、
そ
の
ま
ま
候
補
に
な
っ
た
。
あ
と
で
読
み
返
し
て
み
て
も
、
わ
た
し
は
こ
れ
を
小
説
と
は
思
え
な
か
っ
た
。」
（
村
上
元
三
「
気
が
重
い
」）
と
い
う
選
評
も
あ
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
「
小
説
」
と
し
て
読
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
例
も
あ
る
。
　
直
木
賞
選
評
で
は
「
私
小
説
」
と
い
う
用
語
こ
そ
出
て
い
な
い
が
、「
身
辺
雑
記
ふ
う
」
や
「
随
筆
集
だ
と
思
う
」
と
い
う
指
摘
に
は
「
私
小
説
の
読
み
の
モ
ー
ド
」
が
見
出
せ
る
。「
一
貫
性
が
な
い
」
や
「
玉
石
混
淆
」
と
い
っ
た
評
に
つ
い
て
も
、
未
完
の
テ
ク
ス
ト
を
単
行
本
に
ま
と
め
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
テ
ク
ス
ト
に
内
在
す
る
要
因
を
探
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
色
川
武
大
編
「
色
川
武
大　
年
譜
」（『
昭
和
文
学
全
集
』）
に
よ
れ
ば
、
「
怪
し
い
来
客
簿
」
の
執
筆
動
機
と
し
て
、
当
時
、
持
病
が
ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー
と
判
明
し
た
こ
と
で
、「
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
本
名
を
使
う
仕
事
の
こ
と
を
考
え
る
」
よ
う
に
な
り
、「
一
回
十
七
枚
の
週
刊
誌
連
載
か
二
十
枚
く
ら
い
の
短
編
が
緊
張
持
続
の
限
度
だ
っ
た
。」（「
│
│
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）　
四
十
五
1129（182）
歳
」）
と
い
う
体
調
で
執
筆
し
て
い
た
と
さ
れ
る
の
で
、
色
川
は
書
物
の
体
裁
よ
り
も
「
本
名
を
使
う
仕
事
」
と
し
て
の
「
怪
し
い
来
客
簿
」
に
、
何
ら
か
の
意
義
を
認
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
あ
ら
た
め
て
確
認
す
れ
ば
、『
週
刊
大
衆
』
一
九
六
八
年
一
〇
月
三
日
号
に
登
場
し
た
麻
雀
小
説
作
家
「
阿
佐
田
哲
也
」
の
正
体
が
小
説
家
「
色
川
武
大
」
で
あ
る
こ
と
が
活
字
上
で
公
表
さ
れ
た
の
は
『
週
刊
読
売
』
一
九
七
〇
年
一
一
月
二
七
日
号
の
「
吉
行
淳
之
介
の
「
面
白
半
分
」
対
談
」
が
最
初
と
さ
れ
る
）
8
（
。
こ
の
対
談
に
お
い
て
色
川
は
「
阿
佐
田
哲
也
」
名
義
で
臨
ん
で
お
り
、「
阿
佐
田
哲
也
」
が
色
川
の
筆
名
の
一
つ
と
い
う
認
識
は
、
常
識
だ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
筆
名
の
多
い
作
家
、
私
小
説
作
家
、
さ
ら
に
は
「
最
後
の
無
頼
派
」
と
称
さ
れ
る
作
家
像
は
作
者
に
対
す
る
興
味
を
促
す
も
の
に
な
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
は
色
川
の
言
語
表
現
に
基
づ
い
て
事
後
的
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
同
時
代
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。
　
色
川
の
テ
ク
ス
ト
は
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
過
去
の
創
作
活
動
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
自
作
自
注
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。『
小
説　
阿
佐
田
哲
也
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年
一
一
月
）
で
は
）
9
（
、「
奴
」（
阿
佐
田
哲
也
）
の
「
過
去
」
に
つ
い
て
「
わ
り
に
伝
播
し
て
か
な
り
広
範
囲
で
さ
さ
や
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
出
所
は
ほ
ぼ
一
か
所
だ
。
奴
が
そ
う
書
い
た
だ
け
な
の
だ
。
し
か
も
、
娯
楽
小
説
と
い
う
形
で
。」（「
第
一
章　
虚
に
し
て
実
、
バ
ラ
ン
ス
が
命
綱
」）
と
あ
る
。
題
名
に
「
小
説
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
事
実
と
み
な
す
わ
け
に
い
か
な
い
が
、
事
実
確
認
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
、
あ
ら
ゆ
る
テ
ク
ス
ト
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
色
川
の
伝
記
的
事
項
を
構
成
し
て
い
る
実
状
を
示
し
て
い
る
。
　
し
か
し
、
副
題
の
「
虚
に
し
て
実
」
が
示
す
よ
う
に
色
川
の
「
小
説
」（
虚
構
）
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
非
合
法
的
な
事
象
を
も
対
象
と
す
る
「
無
頼
」
に
と
っ
て
、
虚
構
を
事
実
と
し
て
扱
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
常
識
は
、
極
め
て
有
効
に
働
く
で
あ
ろ
う
。
色
川
が
「
無
頼
」
の
生
涯
を
送
っ
た
こ
と
と
、
「
無
頼
」
の
小
説
家
で
あ
っ
た
こ
と
と
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
前
段
階
と
し
て
、
麻
雀
小
説
作
家
「
阿
佐
田
哲
也
」
と
の
同
一
視
が
、
い
つ
行
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
色
川
が
「
無
頼
」
と
み
な
さ
れ
る
に
は
、
中
央
公
論
新
人
賞
受
賞
作
家
と
し
て
で
は
な
く
、
麻
雀
打
ち
（
ギ
ャ
ン
ブ
ラ
ー
）
と
し
て
の
作
者
が
テ
ク
ス
ト
に
読
み
こ
ま
れ
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　
「
怪
し
い
来
客
簿
」
の
第
一
の
論
点
は
、
初
出
誌
か
ら
初
刊
本
に
か
け
て
の
本
文
の
異
同
に
み
る
他
作
品
と
の
関
連
性
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
二
の
論
点
は
、
作
者
の
実
生
活
が
実
際
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
小
説
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
の
論
点
は
、
そ
れ
ら
が
暗
示
的
に
書
か
れ
て
い
る
作
品
『
怪
し
い
来
客
簿
』
が
第
一
創
作
集
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
そ
の
も
の
を
問
題
化
し
た
と
き
、
従
来
の
評
価
が
ど
の
よ
う
に
更
新
さ
れ
る
か
で
あ
り
、
色
川
に
お
け
る
「
無
頼
」
の
意
義
が
導
き
だ
さ
れ
る
。
　
論
証
方
法
と
し
て
は
、
初
出
誌
と
初
刊
本
で
作
品
配
列
が
異
な
る
こ
と
か
ら
過
去
作
品
の
暗
示
を
確
認
し
、
そ
れ
ら
の
比
較
を
行
う
。
議
論
の
前
提
と
し
て
「
色
川
武
大
」
名
義
の
『
生
家
へ
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
年
七
月
）
の
「
あ
と
が
き
」
を
参
照
し
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
史
が
、『
生
家
へ
』
の
「
あ
と
が
き
」
『
怪
し
い
来
客
簿
』
の
成
立
過
程
（183）1128
を
踏
襲
し
て
き
た
こ
と
の
問
題
点
を
掲
出
す
る
。
次
に
、「
怪
し
い
来
客
簿
」
と
「
穴
」（『
層
』
創
刊
号
、
一
九
六
五
年
一
一
月
）
で
、
語
り
手
が
ガ
リ
版
同
人
雑
誌
の
露
見
に
よ
り
「
無
期
停
学
」
処
分
に
な
る
と
い
う
設
定
は
共
通
し
て
い
る
が
、
類
似
表
現
の
あ
る
最
初
期
小
説
「
夜
風
の
縺
れ
」（『
運
河
』
第
一
号
、
一
九
五
五
年
九
月
）
を
と
り
あ
げ
た
と
き
、
そ
れ
ら
が
一
切
語
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
の
意
味
を
考
察
す
る
。
　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
従
来
の
評
価
と
の
差
異
を
結
論
づ
け
た
い
。
二
　
作
品
史
上
の
問
題
点
　
村
松
友
視
（「
解
題
」『
色
川
武
大　
阿
佐
田
哲
也
全
集
１
』
三
八
三
〜
三
八
九
頁
）
は
中
央
公
論
新
人
賞
受
賞
前
後
の
色
川
に
つ
い
て
、
新
人
賞
受
賞
と
い
う
「
エ
ポ
ッ
ク
」
か
ら
の
「
ス
ラ
ン
プ
」、
そ
し
て
「
怪
し
い
来
客
簿
」
で
の
「
復
活
」
と
い
う
見
取
り
図
を
説
い
た
。
年
譜
を
参
考
に
、
当
時
の
編
集
者
の
立
場
か
ら
述
べ
た
も
の
だ
が
、「
怪
し
い
来
客
簿
」
の
文
章
を
「
正
座
し
て
い
た
者
が
ぞ
ん
ざ
い
に
見
事
な
胡
坐
を
か
い
た
よ
う
な
、
不
気
味
な
ほ
ど
の
迫
力
」
と
評
し
、
初
期
の
色
川
が
「
怪
し
い
来
客
簿
」
に
よ
っ
て
転
身
を
遂
げ
た
こ
と
の
明
解
な
要
約
と
な
っ
て
い
る
。
　
坪
内
祐
三
は
『
井
上
志
摩
夫
傑
作
時
代
小
説
集
』
の
書
評
で
、「
色
川
武
大　
年
譜
」
の
中
央
公
論
新
人
賞
受
賞
前
後
の
空
白
期
間
を
問
題
視
し
て
い
る
）
10
（
。
後
に
「
幻
の
処
女
作
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
小
さ
な
部
屋
」（
第
三
次
『
文
学
生
活
』
第
二
号
、
一
九
五
六
年
九
月
）
を
発
掘
、「
吾
輩
は
猫
で
な
い
」（『
怪
し
い
来
客
簿
』）
と
「
作
品
７
」（『
生
家
へ
』）
に
発
展
す
る
テ
ー
マ
の
系
譜
を
指
摘
し
た
）
11
（
。
　
村
松
友
視
と
坪
内
祐
三
の
指
摘
は
、
一
冊
の
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
『
怪
し
い
来
客
簿
』
や
『
生
家
へ
』
ま
で
の
前
史
的
位
置
に
、
短
編
小
説
と
し
て
発
表
さ
れ
た
「
初
期
作
品
」
が
あ
る
と
い
う
視
点
で
同
様
の
も
の
で
あ
り
、『
生
家
へ
』
を
作
品
史
上
の
到
達
点
と
す
る
の
は
、
色
川
の
初
期
を
考
察
す
る
う
え
で
定
石
と
な
っ
て
い
る
が
）
12
（
、
既
に
色
川
が
「
あ
と
が
き
」（『
生
家
へ
』）
で
示
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
た
め
、
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
　
色
川
が
『
生
家
へ
』
ま
で
に
出
版
し
た
単
著
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
副
題
略
。
共
著
や
再
版
、
文
庫
版
を
除
く
）。
・『
麻
雀
の
推
理
』
双
葉
社
、
一
九
六
九
年
二
月
・『
麻
雀
放
浪
記　
青
春
編
』
双
葉
社
、
一
九
六
九
年
九
月
・『
牌
の
魔
術
師
』
報
知
新
聞
社
、
一
九
六
九
年
一
二
月
・『
麻
雀
放
浪
記　
風
雲
編
』
双
葉
社
、
一
九
七
〇
年
九
月
・『
天
和
無
宿
』
報
知
新
聞
社
、
一
九
七
〇
年
一
二
月
・『
雀
鬼
五
十
番
勝
負
』
双
葉
社
、
一
九
七
一
年
四
月
・『
絵
本
・
マ
ー
ジ
ャ
ン
Ａ
Ｂ
Ｃ
』
実
業
之
日
本
社
、
一
九
七
一
年
九
月
・『
麻
雀
放
浪
記　
激
闘
編
』
双
葉
社
、
一
九
七
一
年
九
月
・『
麻
雀
師
渡
世
』
日
本
文
芸
社
、
一
九
七
一
年
九
月
・『
阿
佐
田
哲
也
の
マ
ー
ジ
ャ
ン
秘
密
教
室
』
青
春
出
版
社
、
一
九
七
一
年
一
〇
月
・『
廐
舎
情
報
』
日
本
文
芸
社
、
一
九
七
二
年
七
月
1127（184）
・『
麻
雀
放
浪
記　
番
外
編
』
双
葉
社
、
一
九
七
二
年
九
月
・『
あ
あ
‼　
勝
負
師
』
日
本
文
芸
社
、
一
九
七
三
年
一
月
・『
ギ
ャ
ン
ブ
ル
党
狼
派
』
双
葉
社
、
一
九
七
三
年
一
〇
月
・『
ギ
ャ
ン
ブ
ル
人
生
論
』
け
い
せ
い
、
一
九
七
三
年
一
二
月
・『
小
説
・
麻
雀
新
選
組
』
双
葉
社
、
一
九
七
四
年
二
月
・『
阿
佐
田
哲
也
麻
雀
小
説
自
選
集
』
双
葉
社
、
一
九
七
五
年
三
月
・『
清
水
港
の
ギ
ャ
ン
ブ
ラ
ー
』
双
葉
社
、
一
九
七
五
年
五
月
・『
怪
し
い
来
客
簿
』
話
の
特
集
、
一
九
七
七
年
四
月
・『
麻
雀
狂
時
代
』
双
葉
社
、
一
九
七
八
年
六
月
・『
東
一
局
五
十
二
本
場
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
八
年
九
月
・『
離
婚
』
文
藝
春
秋
、
一
九
七
八
年
一
一
月
・『
ぼ
う
ふ
ら
漂
遊
記
』
新
潮
社
、
一
九
七
九
年
三
月
・『
生
家
へ
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
年
七
月
　
傍
線
を
付
し
た
も
の
が
「
色
川
武
大
」
名
義
で
の
刊
行
物
で
、
そ
れ
以
外
は
全
て
「
阿
佐
田
哲
也
」
名
義
で
あ
る
。「
井
上
志
摩
夫
」
名
義
の
時
代
小
説
を
除
外
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
初
期
の
色
川
は
、
ほ
と
ん
ど
麻
雀
小
説
作
家
と
し
て
の
創
作
活
動
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
れ
ば
、
色
川
に
よ
る
作
品
史
が
極
め
て
作
為
的
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
る
だ
ろ
う
。
　
『
生
家
へ
』
に
は
「
黒
い
布
」
が
併
録
さ
れ
て
い
る
。「
作
品
11
」
は
、
短
編
小
説
「
水
」（『
小
説
中
央
公
論
』
第
六
号
、
一
九
六
二
年
一
月
）
の
失
敗
談
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
、
作
中
の
語
り
手
「
私
」
と
作
者
を
同
一
視
し
な
が
ら
付
録
の
「
黒
い
布
」
に
到
着
す
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
巻
末
の
「
あ
と
が
き
」
で
は
『
生
家
へ
』
が
「
黒
い
布
」
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
示
さ
れ
て
お
り
、
記
述
に
即
し
て
「
習
作
の
つ
も
り
で
肩
に
力
を
い
れ
ず
に
書
い
た
作
品
集
が
一
つ
で
き
た
」
と
い
う
の
が
「〝
怪
し
い
来
客
簿
〞」
の
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、「
こ
の
二
十
年
の
間
に
、〝
黒
い
布
〞〝
怪
し
い
来
客
簿
〞〝
生
家
へ
〞、
自
分
の
作
品
を
や
っ
と
三
つ
書
く
こ
と
が
で
き
た
」
と
は
、
商
業
的
価
値
や
文
壇
的
評
価
と
無
関
係
の
「
自
分
の
作
品
」
こ
そ
、「
あ
と
が
き
」
に
掲
げ
た
三
作
だ
と
い
う
の
を
強
調
す
る
誇
張
表
現
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。こ
こ
に
、文
壇
登
場
作
「
黒
い
布
」
か
ら
『
生
家
へ
』
に
至
る
「
習
作
」
と
し
て
『
怪
し
い
来
客
簿
』
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
作
品
史
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
　
と
は
い
え
、『
怪
し
い
来
客
簿
』
の
「
後
記
」
を
参
照
す
る
と
、
む
し
ろ
明
示
さ
れ
な
か
っ
た
作
品
へ
の
関
心
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
な
記
述
だ
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
、「
は
じ
め
て
小
説
ら
し
き
も
の
を
記
し
た
の
は
中
学
生
の
時
だ
か
ら
、
考
え
て
み
る
と
、
三
十
年
の
余
、
小
説
を
書
き
記
そ
う
と
思
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
中
学
生
の
と
き
か
ら
数
え
て
短
い
も
の
を
五
つ
六
つ
、
或
い
は
七
つ
八
つ
書
き
記
し
た
か
ど
う
か
。」（「
後
記
」）
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
色
川
武
大　
阿
佐
田
哲
也
全
集
１
』
の
「
初
期
作
品
」
の
作
品
数
と
矛
盾
し
な
い
。
し
か
し
、「
阿
佐
田
哲
也
」
の
創
作
活
動
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
次
の
部
分
に
は
違
和
感
が
生
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
　
そ
れ
が
ど
う
い
う
わ
け
か
、
矢
崎
泰
久
さ
ん
の
『
話
の
特
集
』
か
ら
話
が
あ
っ
て
、
十
年
ぶ
り
に
本
名
を
使
う
気
に
な
っ
た
。
毎
月
、
雑
事
の
あ
い
ま
に
小
品
を
あ
た
ふ
た
と
記
し
た
。
一
年
余
で
、
三
十
余
年
の
ト
ー
タ
ル
よ
り
も
多
い
量
が
記
せ
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
我
な
が
ら
信
用
で
き
な
い
。
『
怪
し
い
来
客
簿
』
の
成
立
過
程
（185）1126
　
先
述
の
通
り
、
こ
の
と
き
既
に
「
阿
佐
田
哲
也
」
の
正
体
は
明
か
さ
れ
て
い
る
が
、「
色
川
武
大
」
側
に
と
っ
て
自
明
と
は
い
え
な
か
っ
た
。と
こ
ろ
が
、『
話
の
特
集
』
一
九
七
五
年
一
一
月
号
の
「
編
集
後
記
」（
矢
崎
泰
久
）
に
お
い
て
、
　
好
評
連
載
中
の
『
怪
し
い
来
客
簿
』
の
筆
者
色
川
武
大
は
す
で
に
お
気
づ
き
の
方
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、『
週
刊
ポ
ス
ト
』
を
は
じ
め
麻
雀
の
観
戦
記
や
小
説
、
エ
ッ
セ
イ
で
知
ら
れ
る
阿
佐
田
哲
也
で
す
。
そ
ろ
そ
ろ
バ
ラ
し
て
も
よ
い
と
い
う
お
許
し
を
い
た
だ
い
た
の
で
お
知
ら
せ
し
て
お
き
ま
す
。
色
川
武
大
が
本
名
で
す
。
と
、「
怪
し
い
来
客
簿
」
連
載
中
に
「
色
川
武
大
」
と
「
阿
佐
田
哲
也
」
の
関
係
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
読
者
の
作
品
受
容
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
強
調
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
読
者
欄
を
参
照
す
る
と
、
連
載
当
初
、「
色
川
武
大
氏
の
〝
怪
し
い
来
客
簿
〞
期
待
で
き
そ
う
で
す
ね
。
私
が
無
知
な
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
色
川
さ
ん
て
ど
ん
な
も
の
を
書
い
て
ら
っ
し
ゃ
る
方
で
す
か
？
」（
相
原
明
子
「
読
者
か
ら
」『
話
の
特
集
』
一
九
七
五
年
二
月
号
）
と
、
色
川
に
つ
い
て
の
知
識
の
な
い
読
者
が
、
続
編
を
期
待
す
る
評
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
渡
辺
謙
蔵
（
53
歳
）「
読
者
か
ら
」（『
話
の
特
集
』
一
九
七
六
年
一
月
号
）
は
、「
阿
佐
田
哲
也
」
に
関
す
る
情
報
公
開
後
の
読
者
評
で
あ
り
、
　
□
十
二
月
号
、
色
川
武
大
氏
の
〈
怪
し
い
来
客
簿
〉（
い
い
題
名
）
の
書
き
出
し
に
《
二
村
定
一
》
と
あ
る
で
は
な
い
か
。
生
れ
故
郷
が
私
と
同
じ
長
州
と
い
う
だ
け
で
、
他
は
何
の
か
か
わ
り
も
な
い
け
れ
ど
、
私
は
彼
の
歌
に
、
こ
よ
な
い
郷
愁
を
い
だ
い
て
い
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
友
人
に
語
っ
て
来
て
い
た
だ
け
に
、
吾
が
意
を
得
た
り
と
一
気
に
む
さ
ぼ
り
読
ん
だ
。
読
後
、
た
い
へ
ん
有
難
い
気
持
に
な
っ
た
。
ギ
ャ
ン
ブ
ラ
ー
阿
佐
田
哲
也
の
眼
も
、
決
し
て
乾
い
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
端
倪
で
き
な
い
と
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。
健
筆
を
祈
り
ま
す
。
と
、
両
者
を
同
一
視
し
つ
つ
「
阿
佐
田
哲
也
」
の
認
識
を
改
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
原
田
典
明
（
学
生
・
二
三
歳
）「
読
者
か
ら
」（『
話
の
特
集
』
一
九
七
六
年
一
〇
月
号
）
の
よ
う
に
、
　
□
色
川
武
大
氏
の
〝
怪
し
い
来
客
簿
〞
が
大
好
き
で
す
。
特
に
、
氏
が
勝
負
師
を
書
く
時
の
タ
ッ
チ
が
好
き
で
す
。
勝
負
に
は
、
や
は
り
勝
者
と
敗
者
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
小
生
も
色
川
氏
ほ
ど
麻
雀
が
強
く
な
り
た
い
。
敗
者
は
淋
し
く
も
悲
し
い
者
な
の
で
す
。
と
、
内
容
は
も
と
よ
り
、「
阿
佐
田
哲
也
」
の
背
景
知
識
を
前
提
と
し
た
投
稿
が
み
ら
れ
る
。
　
こ
れ
ら
の
同
時
代
評
は
、「
怪
し
い
来
客
簿
」
が
連
載
中
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
だ
け
で
な
く
、「
阿
佐
田
哲
也
」
と
い
う
人
物
の
正
体
を
「
色
川
武
大
」
の
テ
ク
ス
ト
に
見
出
し
て
い
く
と
い
う
、
別
の
読
み
の
回
路
が
示
さ
れ
て
い
る
。
　
直
木
賞
の
選
考
に
お
い
て
「
怪
し
い
来
客
簿
」
が
「
小
説
」
と
し
て
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、「
随
筆
」
の
傾
向
が
強
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
、
今
日
、「
怪
し
い
来
客
簿
」
は
「
私
小
説
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
私
小
説
で
あ
れ
随
筆
で
あ
れ
、
そ
の
内
容
が
事
実
だ
と
保
証
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
周
知
の
通
り
だ
が
、「
怪
し
い
来
客
簿
」
は
覆
面
作
家
「
阿
佐
田
哲
也
」
の
1125（186）
麻
雀
（
ギ
ャ
ン
ブ
ル
）
小
説
以
外
を
照
ら
す
も
の
と
し
て
、
そ
の
内
容
が
事
実
と
し
て
読
ま
れ
や
す
い
性
質
が
付
加
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
『
麻
雀
放
浪
記　
青
春
編
』
や
『
雀
豪
列
伝　
牌
の
魔
術
師
』
を
端
緒
と
す
る
一
連
の
「
阿
佐
田
哲
也
」
の
麻
雀
小
説
は
、「
怪
し
い
来
客
簿
」
連
載
中
に
『
阿
佐
田
哲
也
麻
雀
小
説
自
選
集
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
、
質
量
と
も
に
充
実
し
て
い
る
。「
色
川
武
大
」
側
は
そ
れ
ら
を
捨
象
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
「
十
年
ぶ
り
に
本
名
を
使
う
気
に
な
っ
た
」（「
後
記
」）
と
あ
る
以
上
、「
阿
佐
田
哲
也
」
の
創
作
活
動
が
周
知
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。「
後
記
」
を
一
読
す
れ
ば
、「
怪
し
い
来
客
簿
」
ま
で
寡
作
だ
っ
た
こ
と
、
今
後
も
寡
作
で
あ
る
こ
と
を
予
想
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
創
作
活
動
を
続
け
て
い
く
決
心
が
読
み
と
れ
る
。
　
し
か
し
、
そ
の
背
景
に
「
阿
佐
田
哲
也
」
作
品
の
蓄
積
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
三
十
余
年
の
ト
ー
タ
ル
よ
り
も
多
い
量
が
記
せ
る
」
の
を
「
こ
れ
は
ア
マ
チ
ュ
ア
の
作
法
で
は
な
い
」
と
自
覚
し
て
い
る
記
述
に
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
職
業
作
家
と
し
て
充
実
し
た
経
歴
を
隠
さ
ず
、
一
方
で
寡
作
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
よ
う
と
し
た
両
義
的
な
「
後
記
」
の
意
義
を
、
次
節
よ
り
検
証
し
て
い
き
た
い
。
三
　「
他
に
記
し
た
も
の
」
を
め
ぐ
っ
て
　
「
怪
し
い
来
客
簿
」
の
単
行
本
化
で
重
要
な
も
の
と
し
て
、
作
品
配
列
の
再
構
成
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
紙
数
の
関
係
上
、
本
文
の
異
同
を
含
め
た
改
稿
過
程
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
掲
載
順
の
変
更
に
伴
う
疑
問
を
解
決
す
る
こ
と
で
議
論
を
展
開
し
た
い
。
以
下
、
確
認
と
し
て
掲
載
順
の
変
更
を
算
用
数
字
①
〜
⑱
で
示
し
、
初
出
誌
の
巻
号
数
は
年
月
で
掲
げ
、
各
短
編
の
題
名
を
付
し
た
。
・
①
↓
①
一
九
七
五
年
一
月
号
「
空
襲
の
あ
と
」
・
②
↓
②
一
九
七
五
年
二
月
号
「
尻
の
穴
か
ら
槍
が
」
・
③
↓
④
一
九
七
五
年
三
月
号
「
し
た
い
こ
と
は
で
き
な
く
て
」
・　
　
　
一
九
七
五
年
四
月
号
（
休
載
）
・
④
↓
⑬
一
九
七
五
年
五
月
号
「
幽
霊
が
ス
タ
ス
タ
ス
タ
」
↓
「
墓
」
・
⑤
↓
⑥
一
九
七
五
年
六
月
号
「
門
の
前
の
青
春
」
・　
　
　
一
九
七
五
年
七
月
号
（
休
載
）
・
⑥
↓
③
一
九
七
五
年
八
月
号
「
サ
バ
折
り
文
ち
ゃ
ん
」
・
⑦
↓
削
一
九
七
五
年
九
月
号
「
吾
輩
は
猫
で
な
い
」
・
⑧
↓
⑦
一
九
七
五
年
一
〇
月
号
「
名
な
し
の
ご
ん
べ
え
）
13
（
」
・
⑨
↓
⑫
一
九
七
五
年
一
一
月
号
「
見
え
な
い
来
客
」
・
⑩
↓
⑧
一
九
七
五
年
一
二
月
号
「
砂
漠
に
陽
は
落
ち
て
」
・
⑪
↓
⑩
一
九
七
六
年
一
月
号
「
ふ
う
ふ
う
、
ふ
う
ふ
う
」
・
⑫
↓
⑨
一
九
七
六
年
二
月
号
「
と
ん
が
れ　
と
ん
が
り　
と
ん
が
る
」
・
⑬
↓
⑪
一
九
七
六
年
三
月
号
「
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
」
・　
　
　
一
九
七
六
年
四
月
号
（
休
載
）
・
⑭
↓
⑤
一
九
七
六
年
五
月
号
「
右
む
け
右
」
・
⑮
↓
⑭
一
九
七
六
年
六
月
号
「
月
は
東
に
日
は
西
に
」
『
怪
し
い
来
客
簿
』
の
成
立
過
程
（187）1124
・
⑯
↓
⑰
一
九
七
六
年
七
月
号
「
た
す
け
て
お
く
れ
」
・
⑰
↓
⑮
一
九
七
六
年
八
月
号 
「
ス
リ
ー
、
フ
ォ
ー
、
フ
ァ
イ
ブ
、
テ
ン
」
・
⑱
↓
⑯
一
九
七
六
年
九
月
号
「
ま
た
、
電
話
す
る
」
・　
　
　
一
九
七
六
年
一
〇
月
号
（
休
載
）
・　
　
　
一
九
七
六
年
一
一
月
号
（
休
載
）
　
矢
崎
泰
久
「
編
集
後
記
」（『
話
の
特
集
』
一
九
七
六
年
一
一
月
）
に
よ
れ
ば
、
最
後
の
二
回
の
休
載
時
点
で
既
に
単
行
本
化
が
決
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
「
来
春
早
々
、
本
社
か
ら
『
怪
し
い
来
客
簿
』
を
上
梓
す
る
予
定
で
す
。
本
誌
に
連
載
し
た
も
の
に
手
を
入
れ
、
更
に
書
き
下
し
を
加
え
た
い
と
病
床
に
あ
り
な
が
ら
意
欲
十
分
で
す
。」（
矢
崎
泰
久
「
編
集
後
記
」『
話
の
特
集
』
一
九
七
六
年
一
二
月
）
と
、
増
補
の
可
能
性
が
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
「
吾
輩
は
猫
で
な
い
」
が
単
行
本
未
収
録
、「
幽
霊
が
ス
タ
ス
タ
ス
タ
」
が
「
墓
」
に
改
題
、
改
稿
さ
れ
た
う
え
で
の
全
一
七
編
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
　
全
編
に
わ
た
っ
て
配
列
が
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
編
集
意
図
は
定
か
で
な
い
が
、「
空
襲
の
あ
と
」（
①
）
と
「
尻
の
穴
か
ら
槍
が
」（
②
）
は
、
全
て
の
書
誌
で
掲
載
順
が
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
空
襲
の
あ
と
」（
①
）
に
は
「
無
期
停
学
」
が
、「
尻
の
穴
か
ら
槍
が
」（
②
）
に
は
「
私
は
中
学
を
、
卒
業
で
な
く
落
第
で
な
く
、
な
ん
と
も
中
途
半
端
な
形
に
ほ
う
り
だ
し
て
お
り
、
未
来
は
そ
の
半
端
な
形
の
上
に
積
み
重
な
っ
て
い
く
は
ず
で
あ
っ
た
。」
と
い
う
一
文
の
直
後
の
段
落
に
、「
無
頼
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
つ
ま
り
、
連
作
の
第
一
回
と
第
二
回
は
、「
怪
し
い
来
客
簿
」
に
お
け
る
語
り
手
「
私
」
の
自
己
紹
介
に
相
当
し
、
作
品
全
体
に
「
私
小
説
の
読
み
の
モ
ー
ド
」
を
生
じ
さ
せ
る
効
果
を
持
っ
て
い
る
。
　
年
譜
に
よ
れ
ば
、
色
川
が
創
作
活
動
を
開
始
し
た
の
は
、
一
九
五
五
年
頃
だ
と
さ
れ
て
い
る
。「
右
む
け
右
」
や
「
門
の
前
の
青
春
」
に
記
さ
れ
た
、
中
学
時
代
や
戦
後
す
ぐ
に
出
版
し
た
と
さ
れ
る
「
小
冊
子
」、
つ
ま
り
色
川
の
伝
記
的
事
項
に
お
い
て
「
無
期
停
学
」
に
ま
つ
わ
る
ガ
リ
版
同
人
誌
は
、
年
譜
に
も
記
さ
れ
な
か
っ
た
前
史
的
な
位
置
に
あ
る
の
だ
が
、
今
日
ま
で
公
に
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
内
容
に
つ
い
て
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
短
編
小
説
「
百
」
（『
新
潮
』
第
七
八
巻
第
四
号
、
一
九
八
一
年
四
月
）
に
「
題
名
は
失
念
し
た
が
、
父
親
を
薪
割
り
で
叩
き
殺
す
話
だ
っ
た
。」
と
あ
り
、『
う
ら
お
も
て
人
生
録
』
（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
四
年
一
一
月
）
の
「
俺
の
中
学
時
代
│
│
の
章
」
で
も
語
ら
れ
て
い
る
事
柄
で
あ
る
た
め
）
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（
、
色
川
に
と
っ
て
関
心
の
強
い
モ
チ
ー
フ
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
注
目
し
た
い
の
は
、
色
川
の
実
際
の
学
歴
や
、
実
証
を
伴
わ
な
い
「
私
小
説
」
論
で
は
な
く
、「
無
期
停
学
」
が
後
天
的
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
モ
チ
ー
フ
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
た
と
え
ば
、「
黒
い
布
」
の
好
吉
は
高
等
学
校
に
進
学
し
て
お
り
、
掲
載
誌
『
中
央
公
論
』
で
の
色
川
の
「
略
歴
」（「
受
賞
の
言
葉
」）
は
、「
昭
和
二
十
年
、
旧
制
中
学
校
を
卒
業
。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
麻
雀
放
浪
記　
青
春
編
』
で
は
中
学
の
学
年
を
聞
か
れ
た
「
私
」
が
「
も
う
卒
業
し
て
る
。
坊
や
は
や
め
て
く
れ
」
（「
チ
ン
チ
ロ
部
落
」）
と
答
え
る
場
面
が
あ
る
）
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。
つ
ま
り
、
初
期
に
お
い
て
色
川
と
そ
の
反
映
と
み
ら
れ
る
登
場
人
物
た
ち
は
、
中
学
校
を
卒
業
し
て
お
り
、
色
川
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
反
復
し
て
描
い
た
「
無
期
停
学
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
最
初
か
ら
描
く
べ
き
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
創
作
活
1123（188）
動
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
「
無
頼
」
の
人
物
像
を
支
え
る
根
拠
と
し
て
再
発
見
さ
れ
た
、
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
　
次
の
引
用
は
「
門
の
前
の
青
春
」
の
一
節
で
あ
る
。
初
出
誌
か
ら
初
刊
本
に
か
け
て
、「
才
」
が
「
歳
」
に
改
め
ら
れ
、「
三
つ
の
も
の
」
の
助
詞
「
の
」
が
脱
落
し
て
い
る
ほ
か
は
、
本
文
に
異
同
は
な
い
。
　
一
方
、
私
た
ち
は
二
人
の
小
遣
い
を
合
わ
せ
て
謄
写
版
の
機
械
を
買
い
こ
み
、
ガ
リ
版
雑
誌
の
作
製
に
熱
中
し
た
。
そ
の
件
に
つ
い
て
は
他
に
記
し
た
も
の
が
あ
る
の
で
多
く
は
触
れ
な
い
が
、
要
約
し
て
い
え
ば
（
も
ち
ろ
ん
十
四
五
歳
の
少
年
が
作
る
レ
ベ
ル
で
い
っ
て
）
文
学
・
生
活
・
生
理
、
こ
の
三（マ
マ
）つ
も
の
が
雑
多
に
入
り
混
じ
っ
た
、
い
か
に
も
私
た
ち
ら
し
い
雑
誌
だ
っ
た
。
大
滝
が
〝
意
味
〞
か
ら
〝
存
在
〞
に
関
心
を
示
し
だ
し
た
よ
う
に
、
私
も
〝
存
在
〞
だ
け
の
不
安
を
〝
意
味
〞
で
お
ぎ
な
お
う
と
し
て
い
た
。
私
た
ち
は
等
し
く
は
な
か
っ
た
が
、
結
果
的
に
一（マ
マ
）身
同
体
と
い
っ
て
も
い
い
ほ
ど
接
近
し
あ
っ
て
い
た
。
　
こ
の
部
分
で
は
作
者
と
同
一
視
さ
れ
る
「
私
」
が
、
中
学
時
代
に
ど
の
よ
う
な
文
章
を
書
い
て
い
た
か
を
語
り
、「
無
期
停
学
」
に
な
っ
た
経
緯
を
伝
え
る
挿
話
だ
が
、「
そ
の
件
に
つ
い
て
は
他
に
記
し
た
も
の
が
あ
る
」
と
い
う
点
に
は
疑
問
が
生
じ
る
。
初
刊
本
以
降
の
「
怪
し
い
来
客
簿
」
に
限
定
す
れ
ば
、「
他
に
記
し
た
も
の
」
は
直
前
の
「
右
む
け
右
」
の
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
同
人
誌
が
教
師
に
露
見
し
た
原
因
で
あ
る
「
某
と
い
う
生
徒
」
に
私
刑
を
行
う
場
面
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
初
出
に
お
い
て
「
毎
月
、
雑
事
の
あ
い
ま
に
小
品
を
あ
た
ふ
た
と
記
し
た
」（「
後
記
」）
と
い
う
事
情
を
無
視
し
て
も
、「
門
の
前
の
青
春
」
よ
り
後
に
発
表
さ
れ
た
「
右
む
け
右
」
と
「
他
に
記
し
た
も
の
」
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
右
む
け
右
」
の
初
出
形
に
は
私
刑
の
場
面
が
な
く
、「
私
は
ガ
リ
版
の
同
人
雑
誌
を
や
っ
て
い
て
無
期
停
学
に
な
っ
た
」
と
語
ら
れ
る
の
み
で
、
記
述
を
省
略
す
る
ほ
ど
の
分
量
は
割
か
れ
て
い
な
い
。「
他
に
記
し
た
も
の
」
と
は
「
怪
し
い
来
客
簿
」
以
前
の
発
表
作
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
日
に
想
起
さ
れ
る
の
は
「
初
期
作
品
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
短
編
小
説
「
穴
」
で
あ
る
が
、
本
名
名
義
作
品
に
求
め
よ
う
と
す
る
視
点
こ
そ
、
色
川
が
用
意
し
た
作
品
史
に
基
づ
く
も
の
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
「
怪
し
い
来
客
簿
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
は
「
阿
佐
田
哲
也
」
を
背
景
と
し
な
が
ら
「
無
期
停
学
」
の
モ
チ
ー
フ
を
反
復
さ
せ
る
こ
と
で
「
無
頼
」
の
人
物
像
を
補
強
し
、「
色
川
武
大
」
の
過
去
の
テ
ク
ス
ト
を
読
ま
せ
よ
う
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
無
頼
」
を
過
ご
し
た
作
家
の
誕
生
は
「
ガ
リ
版
同
人
雑
誌
」
に
よ
る
「
無
期
停
学
」
と
い
う
文
学
的
体
験
に
こ
そ
由
来
を
見
出
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
空
襲
の
あ
と
」
の
「
私
」
は
「
江
戸
川
乱
歩
さ
ん
の
怪
談
」
を
紹
介
し
、「
門
の
前
の
青
春
」
で
は
大
滝
幹
良
と
い
う
「
最
初
の
文
学
的
友
人
」
と
戦
後
に
「
二
三
度
、
小
冊
子
を
出
し
た
と
思
う
」
と
い
う
記
憶
と
と
も
に
、
そ
の
テ
ー
マ
が
「
自
分
の
生
涯
に
根
ざ
し
た
小
説
」
だ
と
回
想
す
る
。
ま
た
、
編
集
者
と
し
て
の
過
去
を
語
り
様
々
な
文
学
的
体
験
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
「
私
」
か
ら
は
、
麻
雀
賭
博
（
ギ
ャ
ン
ブ
ル
）
で
は
な
く
〈
書
く
こ
と
〉
に
よ
っ
て
生
き
て
き
た
人
物
像
が
う
か
が
え
る
。
　
結
論
の
一
つ
と
し
て
、「
本
名
を
使
う
仕
事
」
と
し
て
の
「
怪
し
い
来
客
簿
」
『
怪
し
い
来
客
簿
』
の
成
立
過
程
（189）1122
に
は
、
多
く
の
変
名
作
品
の
間
に
埋
没
し
て
し
ま
っ
た
「
色
川
武
大
」
の
作
品
を
読
ま
れ
る
こ
と
の
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
が
「
私
小
説
の
読
み
の
モ
ー
ド
」
を
強
化
さ
せ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
寡
作
の
「
色
川
武
大
」
を
演
出
す
る
意
義
と
は
、
麻
雀
小
説
作
家
と
し
て
著
名
と
な
り
「
無
頼
」
を
標
榜
す
る
「
私
」
の
半
生
が
、
新
人
賞
を
大
き
な
契
機
と
す
る
「
文
学
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
表
明
な
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
ま
で
「
怪
し
い
来
客
簿
」
に
本
名
「
色
川
武
大
」
名
義
が
用
い
ら
れ
、
「
無
頼
」
の
人
物
像
が
標
榜
さ
れ
る
こ
と
の
効
果
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
「
阿
佐
田
哲
也
」
の
活
躍
が
あ
っ
て
可
能
に
な
る
手
法
だ
っ
た
。
だ
が
、
過
去
作
品
の
参
照
を
示
唆
し
て
い
た
と
し
て
、「
怪
し
い
来
客
簿
」
に
と
っ
て
変
名
作
品
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
色
川
が
「
阿
佐
田
哲
也
」
以
前
に
変
名
で
娯
楽
小
説
を
書
い
て
い
た
こ
と
は
『
井
上
志
摩
夫
傑
作
時
代
小
説
集
』
で
確
認
で
き
る
が
、「
怪
し
い
来
客
簿
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
が
読
み
か
え
ら
れ
る
の
を
想
定
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。「
阿
佐
田
哲
也
」
以
前
の
小
説
テ
ク
ス
ト
を
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
四
　「
私
小
説
」
に
お
け
る
事
実
　
本
名
「
色
川
武
大
」
名
義
で
発
表
さ
れ
た
単
行
本
未
収
録
作
品
の
一
つ
「
夜
風
の
縺
れ
」
は
、
現
時
点
で
色
川
の
最
も
古
い
活
字
テ
ク
ス
ト
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
短
編
小
説
で
あ
る
。
語
り
手
「
ぼ
く
」
と
Ｋ
と
い
う
登
場
人
物
の
会
話
が
中
心
で
、「
穴
」
と
「
門
の
前
の
青
春
」
と
の
関
連
、「
う
ら
お
も
て
人
生
録
」
で
語
ら
れ
る
色
川
の
実
生
活
と
の
類
推
が
指
摘
で
き
る
内
容
で
、
そ
の
梗
概
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
Ｋ
は
毎
日
「
ぼ
く
」
の
家
に
来
て
「
ぼ
く
」
と
の
「
無
意
味
な
ゲ
ー
ム
」
を
く
り
か
え
し
て
い
る
。
そ
の
日
は
「
ぼ
く
」
か
ら
の
提
案
で
「
Ｄ
と
云
う
作
家
の
小
説
」
を
参
考
に
し
た
「
お
話
の
作
り
つ
こ
」
に
決
ま
る
。「
コ
メ
デ
イ
」
を
テ
ー
マ
に
「
ぼ
く
」
か
ら
話
を
は
じ
め
る
が
、
内
容
は
「
山
手
の
中
流
家
庭
」
の
「
茶
の
間
」
を
舞
台
と
す
る
母
子
家
庭
の
生
活
で
、
家
の
金
を
盗
む
息
子
の
心
理
が
語
ら
れ
て
い
く
。「
ぼ
く
」
は
「
お
話
」
を
進
め
る
が
、「
Ｋ
も
ぼ
く
も
親
の
す
ね
か
じ
る
身
で
あ
つ
た
。
あ
ま
り
に
身
近
か
だ
つ
た
」
た
め
笑
え
な
い
。
Ｋ
が
そ
の
話
を
引
き
継
ぐ
が
、「
ぼ
く
」
が
制
止
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
ぼ
く
」
の
「
お
話
」
が
「
大
体
事
実
談
」
だ
っ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
Ｋ
は
母
親
に
甘
え
る
息
子
に
つ
い
て
語
っ
た
後
、「
家
へ
帰
つ
て
お
ふ
く
ろ
と
二
人
つ
き
り
に
な
る
。
明
日
か
ら
こ
こ
へ
は
、
絶
対
に
来
な
い
」
と
宣
言
し
、「
ぼ
く
」
の
家
を
出
て
い
く
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
　
掲
載
誌
『
運
河
』
に
つ
い
て
平
野
謙
「
同
人
雑
誌
評
」（『
文
學
界
』
第
五
巻
第
一
二
号
、
一
九
五
五
年
一
二
月
）
が
と
り
あ
げ
て
お
り
、「
夜
風
の
縺
れ
」
に
つ
い
て
は
、「
太
宰
治
風
の
軽
い
話
術
だ
け
で
読
ま
せ
る
作
品
だ
が
、
と
て
も
太
宰
治
風
の
才
気
は
無
い
た
め
凡
作
に
終
つ
て
い
る
。」
と
評
し
て
い
る
。
平
野
は
「
凡
作
」
と
し
た
が
、
そ
の
作
風
に
つ
い
て
、
太
宰
治
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
事
実
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
時
無
名
の
色
川
に
対
す
る
同
時
代
評
に
「
私
小
説
の
読
み
の
モ
ー
ド
」
を
見
出
せ
な
い
こ
と
は
当
然
の
1121（190）
こ
と
だ
と
し
て
も
、
太
宰
治
と
の
比
較
が
珍
し
く
な
い
色
川
の
評
価
史
に
お
い
て
）
16
（
、
そ
れ
を
指
摘
し
た
最
初
期
の
例
だ
か
ら
で
あ
る
。
　
「
最
後
の
無
頼
派
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
色
川
が
、
一
九
五
五
年
に
「
無
頼
派
」
作
家
を
と
り
い
れ
た
小
説
の
表
現
を
模
索
し
て
い
た
形
跡
は
、
平
野
謙
の
同
時
代
評
を
例
外
に
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。「
Ｄ
と
云
う
作
家
の
小
説
」
と
は
太
宰
治
「
人
間
失
格
」（『
展
望
』
全
三
回
、
第
三
〇
号
、
一
九
四
八
年
六
月
〜
第
三
二
号
、
八
月
）
が
推
定
さ
れ
、「
お
話
の
作
り
つ
こ
」
と
は
「
喜
劇
名
詞
、
悲
劇
名
詞
の
当
て
つ
こ
」
を
模
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
引
用
部
分
の
直
後
に
「
庭
の
葉
蘭
」
と
い
う
表
現
も
あ
る
の
で
、「
人
間
失
格
」
の
主
人
公
、
大
庭
葉
蔵
の
連
想
が
可
能
で
あ
る
。
色
川
は
ま
ず
、
実
生
活
で
は
な
く
、
文
学
史
か
ら
「
無
頼
派
」
的
な
表
現
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
色
川
の
テ
ク
ス
ト
に
頻
出
す
る
「
無
期
停
学
」
や
ガ
リ
版
同
人
誌
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
私
小
説
」
と
し
て
読
む
に
は
、
あ
ま
り
に
情
報
が
不
足
し
て
い
る
た
め
で
も
あ
る
。
　
発
表
当
時
、「
夜
風
の
縺
れ
」
を
「
私
小
説
」
と
し
て
読
ん
だ
の
は
、
一
部
の
関
係
者
に
限
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
今
日
的
に
は
作
者
名
に
よ
ら
ず
と
も
色
川
の
書
い
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
推
定
で
き
る
。
た
と
え
ば
「
お
話
」
の
中
に
「
麻
雀
バ
ク
チ
」
と
あ
る
こ
と
も
根
拠
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
る
が
、
次
の
引
用
部
分
に
「
穴
」
と
「
門
の
前
の
青
春
」
と
類
似
し
て
い
る
表
現
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
戦
争
中
に
父
親
を
爆
死
さ
せ
た
Ｋ
の
家
庭
は
、
戦
後
不
慣
れ
な
商
売
を
始
め
た
母
親
の
腕
に
す
が
つ
て
い
た
。
Ｋ
は
学
院
で
も
往
復
の
道
で
も
学
帽
を
か
ぶ
ら
ず
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
ぐ
し
や
〳
〵
に
突
込
ん
で
、
講
義
が
終
る
と
そ
ゝ
く
さ
と
大
学
に
近
い
ぼ
く
の
家
に
来
て
、
夜
更
け
迄
じ
つ
と
し
て
い
た
。
時
に
は
泊
つ
て
行
く
事
も
あ
つ
た
が
、
そ
ん
な
時
で
も
Ｋ
は
窓
外
を
の
ぞ
こ
う
と
も
し
な
か
つ
た
。
外
界
を
憎
悪
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
つ
た
。
　
比
較
し
て
み
る
と
、
同
じ
Ｋ
と
い
う
イ
ニ
シ
ャ
ル
の
「
夜
風
の
縺
れ
」
と
「
穴
」、
そ
し
て
「
門
の
前
の
青
春
」
の
大
滝
幹
良
は
同
一
人
物
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
穴
」
に
お
け
る
類
似
表
現
と
し
て
、
　
寄
宿
寮
を
出
さ
れ
て
自
宅
謹
慎
に
入
っ
た
。
あ
る
日
Ｋ
が
ぼ
く
の
家
を
訪
ね
て
き
た
。
Ｋ
は
反
抗
の
姿
勢
の
つ
も
り
か
高
下
駄
を
は
き
、
学
帽
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
ね
じ
こ
ん
で
い
た
。
二
人
で
近
所
の
上
野
の
山
に
行
っ
た
。
道
々
、
警
報
が
鳴
っ
た
。
と
い
う
部
分
が
あ
り
、
Ｋ
の
行
動
に
「
反
抗
の
姿
勢
」
と
い
う
意
味
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。「
門
の
前
の
青
春
」
の
大
滝
幹
良
は
早
稲
田
大
学
露
文
科
に
進
学
し
た
と
さ
れ
、「
私
の
家
は
早
稲
田
の
そ
ば
だ
っ
た
」（「
門
の
前
の
青
春
」）
こ
と
か
ら
大
滝
は
「
私
」
の
家
に
来
る
の
だ
が
、「
学
生
服
は
着
て
い
た
が
、
無
期
停
学
の
ま
ま
の
中
学
生
で
あ
る
私
に
配
慮
し
た
の
だ
ろ
う
、
大
学
の
帽
子
は
ポ
ケ
ッ
ト
に
突
込
ん
で
い
た
。」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
Ｋ
と
同
様
の
行
動
が
「
配
慮
」
で
あ
る
と
語
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
う
ら
お
も
て
人
生
録
」（「
黒
星
の
算
え
か
た
│
│
の
章
」）
に
お
い
て
も
同
一
の
モ
デ
ル
と
思
わ
れ
る
人
物
「
Ｏ
」
の
挿
話
と
し
て
「
俺
の
と
こ
ろ
に
遊
び
に
来
る
と
き
は
学
帽
を
は
ず
し
て
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
隠
し
て
く
る
ん
だ
。
配
慮
し
て
く
れ
て
た
ん
だ
ね
。」
と
な
っ
『
怪
し
い
来
客
簿
』
の
成
立
過
程
（191）1120
て
い
る
。
　
最
初
期
小
説
「
夜
風
の
縺
れ
」
か
ら
「
穴
」、
さ
ら
に
は
「
門
の
前
の
青
春
」
へ
と
意
味
づ
け
ら
れ
な
が
ら
反
復
さ
れ
る
友
人
の
「
学
帽
」
の
描
写
は
「
う
ら
お
も
て
人
生
録
」
で
反
復
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
実
化
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
真
偽
を
確
か
め
る
術
は
、
大
滝
幹
良
と
い
う
名
の
「
小
説
」
の
登
場
人
物
の
証
言
を
待
つ
し
か
な
い
。
問
題
は
、
そ
れ
が
事
実
か
ど
う
か
よ
り
、
過
去
に
遡
れ
る
テ
ク
ス
ト
を
発
表
し
続
け
、
事
実
そ
の
ま
ま
の
よ
う
に
読
め
て
し
ま
う
「
小
説
」
を
書
い
た
過
程
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
「
門
の
前
の
青
春
」
に
お
い
て
「
他
に
記
し
た
も
の
」
と
想
定
さ
れ
る
「
穴
」
を
と
り
あ
げ
る
と
、
「
無
期
停
学
」
に
な
っ
た
原
因
が
「
ガ
リ
版
同
人
誌
」
の
「
編
集
発
行
人
」
だ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
学
校
（
体
制
）
の
不
正
を
暴
こ
う
と
し
た
内
容
を
書
い
て
い
た
と
い
う
記
述
が
、
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
る
だ
ろ
う
。「
右
む
け
右
」
は
初
刊
本
で
、「
工
場
の
寮
に
合
宿
し
て
い
た
と
き
、
つ
き
そ
っ
て
い
た
四
人
の
教
師
た
ち
が
酒
を
呑
み
、
酔
っ
払
っ
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
わ
っ
た
。」
と
い
う
要
素
が
追
加
さ
れ
て
お
り
、
改
稿
に
際
し
、
反
体
制
を
強
調
し
て
い
る
の
が
読
み
と
れ
る
。
　
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。「
怪
し
い
来
客
簿
」
に
限
ら
ず
、
色
川
の
小
説
の
多
く
が
「
私
小
説
」
と
し
て
み
な
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
が
色
川
の
実
生
活
に
基
づ
い
て
い
る
根
拠
は
な
く
、
蓄
積
さ
れ
た
色
川
の
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
が
根
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
本
稿
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
し
て
、
色
川
の
複
数
の
テ
ク
ス
ト
を
参
照
し
な
が
ら
類
似
表
現
を
検
討
し
て
い
っ
た
と
き
、
最
初
期
小
説
に
ま
で
遡
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
色
川
の
伝
記
的
事
項
と
し
て
知
ら
れ
る
「
無
期
停
学
」
や
「
ゼ
ッ
ペ
キ
」
の
モ
チ
ー
フ
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
後
天
的
に
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。「
怪
し
い
来
客
簿
」
の
成
立
過
程
を
探
っ
て
い
く
と
、「
門
の
前
の
青
春
」
へ
至
る
ま
で
に
Ｋ
（
大
滝
幹
良
）
の
同
一
の
行
動
に
、
新
た
な
意
味
が
生
じ
て
い
る
の
だ
が
、
最
終
的
に
は
「
無
期
停
学
」
の
自
分
へ
の
「
配
慮
」
だ
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
　
色
川
の
創
作
活
動
は
、
ガ
リ
版
同
人
誌
の
発
行
と
、
そ
れ
に
よ
る
「
無
期
停
学
」
が
出
発
点
と
い
え
る
の
だ
が
、
そ
の
原
因
は
、
反
体
制
的
な
記
事
を
書
い
て
い
た
こ
と
が
短
編
小
説
「
穴
」
で
語
ら
れ
て
い
る
。「
無
期
停
学
」
の
体
験
を
反
復
さ
せ
な
が
ら
小
説
を
書
く
こ
と
は
、
反
体
制
的
な
立
場
を
と
る
と
い
う
こ
と
を
、
そ
の
事
実
関
係
が
「
小
説
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
ぼ
か
さ
れ
つ
つ
、
「
怪
し
い
来
客
簿
」
に
お
け
る
「
無
頼
」
の
人
物
像
と
合
わ
せ
て
打
ち
だ
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
色
川
の
「
私
小
説
」
は
、
ど
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
要
請
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
五
　「
最
後
の
無
頼
派
」
の
源
流
　
出
久
根
達
郎
は
「
エ
ッ
セ
イ
風
小
説
」
に
お
い
て
）
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、「
小
説
を
実
録
物
と
勘
違
い
す
る
」
こ
と
が
あ
る
と
前
置
き
し
た
う
え
で
、
色
川
の
小
説
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。
　
こ
れ
は
多
分
に
、
色
川
文
学
の
構
造
の
せ
い
で
も
あ
る
。
短
編
の
ほ
と
ん
ど
が
、「
私
」
の
昔
話
か
ら
始
ま
る
。
あ
る
い
は
、
身
辺
雑
記
か
ら
入
る
。
1119（192）
エ
ッ
セ
イ
の
よ
う
に
、
何
気
な
く
語
り
だ
し
、
い
つ
の
ま
に
か
、
小
説
の
世
界
に
移
行
し
て
い
る
。
ど
こ
か
ら
が
創
作
の
部
分
な
の
か
、
境
界
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
最
後
ま
で
エ
ッ
セ
イ
の
つ
も
り
で
読
む
時
が
、
往
々
、
あ
る
。
　
色
川
武
大
の
「
生
い
た
ち
伝
説
」
に
惑
わ
さ
れ
て
い
る
せ
い
も
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
読
み
方
は
、
既
に
検
討
し
た
直
木
賞
選
評
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。「
生
い
た
ち
伝
説
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
「
無
期
停
学
」
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
が
想
定
さ
れ
る
。「
け
れ
ど
も
、
読
み
終
っ
て
、
あ
あ
面
白
か
っ
た
、
あ
る
い
は
、
よ
か
っ
た
な
あ
、
と
満
足
し
た
な
ら
、
そ
れ
が
エ
ッ
セ
イ
だ
ろ
う
と
小
説
だ
ろ
う
と
、
別
に
構
わ
な
い
の
で
あ
る
」
と
い
っ
た
感
想
を
加
え
な
が
ら
「
実
は
色
川
氏
も
そ
う
考
え
て
書
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。」
と
推
測
し
、「
こ
れ
を
要
す
る
に
色
川
氏
が
作
っ
た
お
話
よ
り
、
私
は
色
川
武
大
そ
の
人
が
読
み
た
い
の
で
あ
ろ
う
。」
と
ま
と
め
て
い
る
。「
随
筆
」（
エ
ッ
セ
イ
）
や
「
小
説
」
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
ら
ず
内
容
を
読
み
、
作
者
の
人
格
を
楽
し
む
こ
と
を
、
色
川
テ
ク
ス
ト
の
読
書
行
為
の
魅
力
と
し
て
述
べ
て
い
る
。
　
し
か
し
、「
杉
民
也
」
名
義
の
短
編
小
説
「
寝
心
地
よ
い
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
│
│
小
説
・
ド
ヤ
街
の
子
供
た
ち
│
│
」（『
小
説
倶
楽
部
』
臨
時
増
刊
、
第
一
一
巻
第
一
二
号
、
一
九
五
九
年
一
〇
月
）
に
、
そ
の
よ
う
な
読
み
方
は
適
用
で
き
な
い
。「
杉
民
也
」
は
色
川
の
変
名
の
一
つ
で
）
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（
、
目
次
で
は
「
ル
ポ
小
説
」
と
い
う
角
書
き
が
あ
る
。
本
文
の
末
尾
に
「（
こ
の
物
語
は
現
実
の
幾
つ
か
の
要
素
を
再
構
成
し
た
も
の
で
す
の
で
、
登
場
人
物
は
こ
の
ま
ゝ
の
形
で
は
実
在
し
て
い
な
い
事
を
お
こ
と
わ
り
し
ま
す
）」
と
い
う
断
り
書
き
が
あ
る
よ
う
に
、
取
材
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
小
説
は
、
物
語
の
導
入
と
し
て
語
り
手
が
深
川
高
橋
の
ド
ヤ
街
の
概
要
を
説
明
し
て
い
る
。
本
編
で
は
小
学
校
教
員
の
大
場
保
が
老
教
師
か
ら
児
童
の
作
文
を
見
せ
ら
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
ド
ヤ
街
に
住
む
児
童
に
関
心
を
持
つ
。
そ
の
学
校
の
児
童
の
水
島
和
子
と
前
島
菊
夫
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
経
済
状
況
に
悩
み
な
が
ら
交
流
し
て
い
く
。
大
場
は
何
か
と
声
を
か
け
る
が
、
そ
れ
に
頼
る
こ
と
は
し
な
い
。
　
こ
の
物
語
を
通
じ
て
ド
ヤ
街
で
暮
ら
す
人
々
を
描
こ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
小
田
三
月
に
よ
れ
ば
、
色
川
と
小
田
は
高
橋
へ
の
取
材
を
試
み
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）
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。
そ
の
経
験
に
基
づ
い
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
が
、
作
者
、
語
り
手
、
大
場
保
の
い
ず
れ
か
ら
も
「
色
川
武
大
」
と
の
同
一
視
は
で
き
ず
、
私
小
説
化
に
よ
る
面
白
さ
は
期
待
で
き
な
い
。
こ
の
小
説
と
比
較
し
た
と
き
、
「
怪
し
い
来
客
簿
」
の
「
と
ん
が
れ　
と
ん
が
り　
と
ん
が
る
」
は
、
色
川
の
伝
記
的
事
項
を
構
成
す
る
「
私
小
説
」
と
し
て
の
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
　
「
と
ん
が
れ　
と
ん
が
り　
と
ん
が
る
」
は
、
二
行
空
き
に
よ
っ
て
五
つ
の
ま
と
ま
り
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
語
り
手
が
「
昭
和
三
十
年
頃
」、「
売
文
」
の
一
環
と
し
て
、
東
京
下
町
の
小
学
校
の
特
殊
学
級
で
取
材
し
て
い
た
経
験
を
述
べ
る
。「
ゼ
ッ
ペ
キ
」
と
渾
名
さ
れ
る
「
私
」
の
「
い
び
つ
な
頭
部
」
の
「
奇
形
の
心
境
」
が
語
ら
れ
、
話
の
中
心
は
「
深
川
高
橋
の
ド
ヤ
街
で
一
人
の
少
女
と
知
り
あ
っ
た
」
と
い
う
体
験
に
移
行
し
、
美
千
代
と
い
う
「
一
人
の
少
女
」
と
の
交
流
、
そ
の
顚
末
が
後
日
談
的
に
記
さ
れ
る
こ
と
で
物
語
が
結
ば
れ
る
。
『
怪
し
い
来
客
簿
』
の
成
立
過
程
（193）1118
こ
こ
で
「
私
」
は
「
十
代
後
半
か
ら
二
十
代
に
か
け
て
、
私
は
よ
く
ド
ヤ
街
に
泊
っ
て
い
た
」
と
語
る
た
め
、「
無
頼
」
の
人
物
像
や
「
阿
佐
田
哲
也
」
の
背
景
知
識
を
考
慮
す
れ
ば
、
作
者
の
実
体
験
と
し
て
読
む
こ
と
も
無
理
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
短
編
が
あ
る
た
め
、「
随
筆
」
と
「
小
説
」
と
の
区
分
に
お
い
て
評
価
さ
れ
に
く
く
な
る
の
だ
ろ
う
。
　
安
岡
章
太
郎
と
三
浦
雅
士
の
「
特
別
対
談
」
に
お
い
て
）
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（
、
安
岡
は
母
親
（
色
川
あ
き
）
に
よ
る
色
川
の
人
物
像
を
紹
介
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、
そ
の
出
典
を
特
定
で
き
ず
、
初
出
未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
こ
に
引
用
し
て
お
き
た
い
。
　
安
岡　
色
川
く
ん
が
逝
っ
た
直
後
の
週
刊
誌
で
、
色
川
く
ん
の
お
ふ
く
ろ
さ
ん
が
心
を
こ
め
て
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
こ
こ
に
持
っ
て
き
た
ん
だ
け
れ
ど
、
「
無
頼
の
生
活
と
い
わ
れ
る
点
に
つ
い
て
も
、
私
に
は
よ
く
判
り
ま
せ
ん
。
確
か
に
、
物
書
き
を
始
め
て
か
ら
は
、
家
を
出
て
何
日
も
帰
ら
な
い
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
の
は
確
か
に
無
頼
は
無
頼
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
け
れ
ど
、
私
に
は
、
そ
れ
ら
は
全
部
、
仕
事
の
た
め
に
人
に
会
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
申
し
て
お
り
ま
し
た
。
夜
、
汚
い
格
好
を
し
て
出
か
け
る
と
き
も
、
浮
浪
者
の
研
究
の
た
め
で
、
自
分
も
ボ
ロ
を
着
な
い
と
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
え
な
い
か
ら
、
と
の
こ
と
で
し
た
。
つ
ま
り
、
取
材
な
ん
で
す
よ
。
破
滅
的
と
か
、
無
頼
と
か
い
い
ま
し
て
も
ね
、
本
人
は
お
酒
さ
え
あ
ま
り
好
き
じ
ゃ
な
い
し
、
親
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
あ
の
子
は
決
し
て
不
良
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
よ
」
　
と
言
っ
て
い
た
ん
で
す
。
僕
は
こ
れ
を
読
み
な
が
ら
、
親
の
恩
と
い
う
も
の
を
感
じ
た
な
。
　
そ
の
後
で
安
岡
は
「
も
ち
ろ
ん
母
親
は
平
気
で
嘘
を
つ
く
も
の
で
す
が
」
と
述
べ
て
い
る
た
め
、
こ
の
証
言
が
事
実
だ
と
は
断
言
で
き
な
い
。
し
か
し
、
変
名
「
杉
民
也
」
名
義
で
の
発
表
作
「
寝
心
地
よ
い
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
」
が
ド
ヤ
街
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
試
み
で
あ
る
の
に
対
し
、「
と
ん
が
れ　
と
ん
が
り　
と
ん
が
る
」
で
は
、
語
り
手
の
「
私
」
が
ド
ヤ
街
の
住
人
と
し
て
、
人
間
関
係
を
自
然
に
成
立
さ
せ
、
物
語
に
臨
場
感
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
ま
と
め
れ
ば
、
「
怪
し
い
来
客
簿
」
の
「
一
貫
性
」
と
は
「
色
川
武
大
」
が
書
い
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、「
取
材
」
を
「
小
説
」
に
昇
華
さ
せ
る
こ
と
が
、
色
川
が
「
無
頼
」
を
標
榜
す
る
必
然
性
な
の
で
あ
る
。
　
過
去
に
書
い
た
小
説
テ
ク
ス
ト
を
「
怪
し
い
来
客
簿
」
と
い
う
連
作
小
説
に
仕
立
て
直
し
た
こ
と
で
、「
一
貫
性
が
な
い
」
や
「
玉
石
混
淆
の
感
」
と
い
っ
た
否
定
的
な
評
価
に
結
び
つ
い
た
可
能
性
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。し
か
し
、「
寝
心
地
よ
い
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
」
の
よ
う
に
物
語
の
外
部
で
語
り
手
が
問
題
提
起
し
た
り
、
架
空
の
登
場
人
物
に
代
弁
さ
せ
た
り
し
か
で
き
な
か
っ
た
ド
ヤ
街
の
実
態
を
、「
無
頼
」
の
標
榜
に
よ
っ
て
、「
私
」
の
肉
声
の
よ
う
に
対
象
に
接
近
し
た
小
説
と
し
て
復
活
さ
せ
た
利
点
は
大
き
い
。
こ
の
こ
と
は
、
一
つ
の
作
品
と
し
て
の
完
成
度
の
是
非
よ
り
重
要
な
要
素
で
あ
る
。「
私
小
説
」
と
い
う
用
語
で
説
明
さ
れ
て
き
た
色
川
武
大
と
そ
の
作
品
群
だ
が
、『
怪
し
い
来
客
簿
』
の
成
立
過
程
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
作
品
の
内
容
そ
の
も
の
の
議
論
を
促
す
た
め
に
作
者
が
「
私
」
を
積
極
的
に
活
用
し
た
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
1117（194）
　
本
稿
で
は
、『
怪
し
い
来
客
簿
』
の
成
立
過
程
の
考
察
を
通
じ
て
、
色
川
武
大
の
初
期
の
解
明
を
試
み
て
き
た
。「
第
三
の
新
人
」
や
「
内
向
の
世
代
」
と
い
っ
た
、
同
時
代
の
文
芸
思
潮
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
か
っ
た
色
川
で
は
あ
る
が
、
麻
雀
小
説
作
家
「
阿
佐
田
哲
也
」
の
活
躍
を
内
在
さ
せ
た
「
怪
し
い
来
客
簿
」
に
お
い
て
、「
無
頼
」
を
標
榜
す
る
作
家
「
色
川
武
大
」
の
創
作
活
動
を
開
始
し
た
と
き
、「
最
後
の
無
頼
派
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
な
資
質
の
開
花
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
怪
し
い
来
客
簿
」
の
独
自
の
表
現
だ
け
で
成
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、「
無
頼
派
」
の
表
現
を
継
承
し
よ
う
と
す
る
最
初
期
小
説
「
夜
風
の
縺
れ
」
ま
で
遡
れ
る
だ
ろ
う
し
、
そ
の
後
の
過
程
に
あ
る
娯
楽
小
説
作
家
と
し
て
の
変
名
作
品
の
蓄
積
も
、
そ
の
源
流
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
無
頼
派
」
と
い
う
用
語
そ
の
も
の
が
曖
昧
で
あ
る
以
上
、
色
川
武
大
の
文
学
史
的
位
置
が
「
最
後
の
無
頼
派
」
と
い
う
用
語
で
説
明
し
き
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
今
後
、
さ
ら
に
考
察
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
「
夜
風
の
縺
れ
」
と
「
寝
心
地
よ
い
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
」
は
、
そ
れ
自
体
が
既
成
の
年
譜
の
修
正
を
図
る
有
意
な
小
説
で
あ
る
も
の
の
、
外
的
要
素
に
紙
数
を
割
い
た
た
め
、
概
要
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
た
。「
怪
し
い
来
客
簿
」
を
含
む
個
別
の
テ
ク
ス
ト
の
内
実
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
注
（
1
）　
二
〇
一
〇
年
代
の
刊
行
物
と
し
て
は
、『
小
さ
な
部
屋
・
明
日
泣
く
』（
講
談
社
、
二
〇
一
一
年
一
月
）『
友
は
野
末
に
│
│
九
つ
の
短
篇
』（
新
潮
社
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
『
三
博
四
食
五
眠
』（
幻
戯
書
房
、
二
〇
一
七
年
八
月
）『
戦
争
育
ち
の
放
埒
病
』（
幻
戯
書
房
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
（
2
）　
色
川
武
大
編
「
色
川
武
大　
年
譜
」
に
は
「
変
名
」
と
「
本
名
」
に
関
す
る
記
述
が
目
立
つ
。
た
と
え
ば
、「
一
方
、
生
活
費
稼
ぎ
に
、
娯
楽
雑
誌
編
集
者
の
友
人
た
ち
を
頼
り
、
変
名
で
娯
楽
小
説
を
書
く
。（
中
略
）
こ
の
間
の
変
名
作
品
百
本
余
は
あ
ろ
う
が
、
保
存
を
し
な
い
の
で
す
べ
て
散
逸
。」（「
│
│
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）　
二
十
六
歳
」）
を
は
じ
め
に
、「
変
名
で
売
文
す
る
の
が
空
し
く
な
り
、
不
意
に
廃
業
。（
中
略
）
変
名
は
自
粛
し
て
使
わ
ず
。」（「
│
│
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）　
三
十
二
歳
」）
「
禁
を
破
り
、
変
名
で
原
稿
料
の
高
い
週
刊
誌
に
麻
雀
小
説
を
書
く
。
変
名
、
阿
佐
田
哲
也
。」（「
│
│
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）　
三
十
九
歳
」）
と
い
っ
た
よ
う
に
、「
怪
し
い
来
客
簿
」
へ
と
至
る
ま
で
に
は
「
変
名
」
の
使
用
に
対
す
る
葛
藤
が
う
か
が
え
る
。
（
3
）　
「
序
論　
日
本
近
代
を
語
る
私
小
説
言
説
」（『
語
ら
れ
た
自
己
│
│
日
本
近
代
の
私
小
説
言
説
』
大
内
和
子
・
雲
和
子
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
、
一
〇
〜
一
一
頁
）。
（
4
）　
北
上
次
郎
『
余
計
者
の
系
譜
』（
太
田
出
版
、
一
九
九
三
年
四
月
）
は
、「
私
小
説
」
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
色
川
作
品
か
ら
「
阿
佐
田
哲
也
」
名
義
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
小
説
を
と
り
あ
げ
、「
余
計
者
の
文
学
」
の
一
つ
に
位
置
づ
け
た
う
え
で
「
ピ
カ
レ
ス
ク
」
の
視
点
で
評
価
し
て
い
る
。
（
5
）　
「
文
学
に
お
け
る
無
頼
と
は
何
か
│
│
無
頼
派
を
中
心
に
│
│
」（『
国
文
學
│
│
解
釈
と
教
材
の
研
究
│
│
』
臨
時
増
刊
号
、
一
九
七
〇
年
一
月
）。
（
6
）　
掲
載
順
に
列
挙
す
る
。
・「
黄
色
い
封
筒
」（『
薔
薇
』
創
刊
号
、
一
九
五
七
年
四
月
）
・「
黒
い
布
」（『
中
央
公
論
』
八
八
八
号
、
一
九
六
一
年
一
一
月
）
・「
水
」（『
小
説
中
央
公
論
』
第
六
号
、
一
九
六
二
年
一
月
）
・ 「
眠
る
な
よ
ス
リ
ー
ピ
イ
」（『
小
説
中
央
公
論
』
第
一
五
号
、
一
九
六
三
年
六
月
）
・「
穴
」（『
層
』
創
刊
号
、
一
九
六
五
年
一
一
月
）
・「
蒼
」（『
風
景
』
第
六
巻
第
八
号
、
一
九
六
五
年
八
月
）
・ 「
ひ
と
り
博
打
」（
第
七
次
『
早
稲
田
文
学
』
第
二
巻
第
五
号
、
一
九
七
〇
年
五
月
）
（
7
）　
「
第
77
回
直
木
三
十
五
賞
決
定
発
表
」（『
オ
ー
ル
讀
物
』
第
三
二
巻
第
一
〇
号
、
一
九
七
七
年
一
〇
月
）。
『
怪
し
い
来
客
簿
』
の
成
立
過
程
（195）1116
（
8
）　
「
阿
佐
田
哲
也
氏
の
雀
豪
的
人
生
観　
牌
を
つ
か
ん
で
死
に
、
ペ
ン
を
持
っ
て
生
き
返
っ
た
覆
面
作
家
」（『
週
刊
大
衆
』
一
九
六
九
年
一
月
二
日
号
）
の
よ
う
に
、
吉
行
淳
之
介
と
の
対
談
ま
で
「
阿
佐
田
哲
也
」
名
義
は
「
覆
面
作
家
」
の
筆
名
と
し
て
流
通
し
て
い
た
。
（
9
）　
初
出
『
野
性
時
代
』
全
四
回
、
第
六
巻
第
七
号
、
一
九
七
九
年
七
月
〜
第
六
巻
第
一
〇
号
、
七
九
年
一
〇
月
。
（
10
）　
「
色
川
武
大
の
「
空
白
」
期
間
」（『
古
く
さ
い
ぞ
私
は
』
晶
文
社
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
）。
初
出
（『
図
書
新
聞
』
第
二
三
七
四
号
、
一
九
九
八
年
一
月
二
四
日
）
に
「
井
上
志
摩
夫
時
代
小
説
集
、
刊
行
に
よ
せ
る
」
と
い
う
副
題
が
あ
る
。
坪
内
が
参
照
し
た
年
譜
は
、
実
際
に
は
『
別
冊
・
話
の
特
集　
色
川
武
大
・
阿
佐
田
哲
也
の
特
集
』（
第
二
八
三
号
、
一
九
八
九
年
七
月
）
所
収
の
も
の
と
さ
れ
る
。
（
11
）　
「〈
解
説
〉「
小
さ
な
部
屋
」
の
重
要
性
」（『
文
學
界
』
第
五
三
巻
第
五
号
、
一
九
九
九
年
五
月
）。
（
12
）　
村
松
友
視
・
伊
集
院
静
「
対
談
「
色
さ
ん
」
と
「
阿
佐
田
さ
ん
」
の
間
に
」（『
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ｅ
夢
ム
ッ
ク　
文
藝
別
冊　
﹇
総
特
集
﹈
色
川
武
大
vs
阿
佐
田
哲
也
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
）
で
は
、『
生
家
へ
』
を
重
要
視
す
る
次
の
よ
う
な
会
話
が
あ
る
。
村
松　
こ
れ
が
な
い
と
成
り
立
た
な
い
場
が
、
そ
の
先
に
い
っ
ぱ
い
あ
る
も
の
ね
。
伊
集
院　
そ
う
で
す
ね
。
こ
の
作
品
が
軸
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、「
黒
い
布
」
も
『
生
家
へ
』
の
た
め
に
あ
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。（
後
略
）
（
13
）　
初
刊
本
以
降
、「
名
な
し
の
ご
ん
べ
い
」
に
改
題
さ
れ
て
い
る
。
（
14
）　
初
出
『
毎
日
新
聞
』
全
五
五
回
、
一
九
八
三
年
八
月
七
日
〜
八
四
年
八
月
二
六
日
。
（
15
）　
初
出
『
週
刊
大
衆
』
全
二
六
回
、
一
九
六
九
年
一
月
九
日
号
〜
七
月
三
日
号
。
（
16
）　
土
屋
忍
「
神
さ
ま
嫌
い
│
│
色
川
武
大
『
狂
人
日
記
』
論
」（『
叙
説
Ⅲ
』
第
七
号
、
二
〇
一
一
年
九
月
、
一
四
五
〜
一
六
〇
頁
）
参
照
。
（
17
）　
『
文
學
界
』
第
五
一
巻
第
五
号
、
一
九
九
七
年
五
月
。
（
18
）　
「
現
代
人
劇
場　
麻
雀
の
鬼
・
阿
佐
田
哲
也
の
も
う
一
つ
の
顔
」（『
週
刊
サ
ン
ケ
イ
』
一
四
四
九
号
、
一
九
七
七
年
一
一
月
一
七
日
）
で
、「
杉
民
也
」
が
色
川
の
筆
名
の
一
つ
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
19
）　
「
同
人
雑
誌
の
こ
ろ
」『
色
川
武
大　
阿
佐
田
哲
也
全
集
』
第
六
巻
付
録
、
月
報
14
。
（
20
）　
『
文
學
界
』
第
五
一
巻
第
五
号
、
一
九
九
七
年
五
月
。
付
記
※
本
文
の
引
用
は
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
初
刊
本
に
よ
っ
た
。
※
本
稿
は
、
二
〇
一
六
年
七
月
一
八
日
に
立
正
大
学
で
開
催
さ
れ
た
近
代
文
学
合
同
研
究
会
若
手
研
究
者
集
会
で
の
口
頭
発
表
（
発
表
題
目
「
色
川
武
大
『
怪
し
い
来
客
簿
』
の
成
立
過
程
を
め
ぐ
っ
て
│
│
「
私
小
説
」
と
「
私
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
の
接
点
│
│
」）
の
一
部
に
基
づ
い
て
い
る
。
当
日
の
会
場
を
は
じ
め
、
貴
重
な
ご
意
見
を
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
